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連載総括にあたって

BioestheticDentistrvにおける審美(esdletics)とは何を意味するのだろ

うか．今日，BioestheticDentistryが患者に提供するのは， 2つの生物

学的審美(bioesthetics） の世界，つま り治療後の自然で美しい笑顔と， 最

適な健康状態が永続する機能美である．それは，いわば色調(shade)|が

つくりあげる審美(cosmeticbeauty)ではなく，機能に裏打ちされた形態

(shape)がつくる自然におけるあるがままの美(naturalbeauty)だという|こ

とである．筆者は， 本誌において過去6回にわたり， 生物学的・システ

ム論的視点からI庚合を捉える“BioestheticDentistry"の理論背景につい

て述べてきた．

最終回となる本稿では，矯正治療後にBioestheticDentistryによる全

顎補綴治療を施し， 顎口腔シス テムにおける最適な健康状態を確立， こ

れによ り諸症候が消失して自然な笑顔が得られ， その健康状態を長期に

わたり維持して､､る症例について解説し， 本連i髄のまとめとしたい．
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連戦予定第1回顎口腔システム

第2回予備的咳合診査

第3回BioestheticDentistryの第一原則:StableCondylarPosition(SCP)

第4回下顎の回避パターン(AvoidancePattern)とコンタクトガイダンス(ContactGuidance:CTG)

第5回BioestheticDentistryの第二原則：固有感覚性アンテリアガイダンス(ProprioceptiveAnteriorGuidance:PAG)の砺立

第6回BioestheticDentistryの第三原則：遺伝的歯冠形態(GeneticToothForm)

第7回〔特別企画・連載総括〕生物学的・システム論的視点によるフルマウスリコンストラクシヨンの実際←


